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1.過去活動の振返り ～その1～ 

＜2015年度活動＞ 
 知財関連データの活用においては、蓄
積されるデータが非構造化データと構造
化データに大別されることを踏まえつつ、
非特許情報も含めた分析が可能なツー
ルを調査し、その結果(ツールの傾向)か
らタイプ別に４つに分類した。 

＜2016年度活動＞ 
 前年度タイプ３(人への依存度が低いも

の)に着目し、少なくとも特許情報を対象
に分析が可能なツールを、横並びに機
能・特徴・費用に至るまでをヒアリング調
査し、その結果を一覧表にまとめた。 



2.本活動の目的・概要 
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活動テーマ 

企業情報システムについて 

～知財関連データの活用に関して～ 

   前年度までに調査したツールによって 

  「具体的に何ができるのか」 
  「課題は何か」を明確化 
   することにより、 

   社内システム構築の一助となる情報を発信する。 
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3.活動報告 その1（ベンダの選定） 

 前年度までに調査したツールにより「具体的に何ができるのか」 につい
て、仮想事例を設定してベンダにヒアリングすることとした。 

 前年度活動にて分類した“7つの活用目的”から事例候補を2つ選定
し、事例紹介可能と回答のあったベンダ4社をヒアリング先の候補とした。 

<7つの活用目的> 

1.協創戦略の支援 

2.ホワイトスペース探索 

3.経営に資する情報提供 

4.実績報奨 

5.侵害対応 

6.OA対応 

7.特許の価値評価 

・ホワイトスペース探索 

・経営に資する情報提供 

小委員会の全メンバーの 
意見や要望から以下に決定。 

ただし、まだ漠然としている･･･ 



・２つの仮想事例をベンダに伝える上で、より具体的にどういった狙いか
を詳細にする必要がある。 

・2017年4月、当小委員会がこれまで参考にしていた知財スキル標
準がVer.2に更新（特許庁発表）され、「戦略」の項目が追加され
ていることがわかった。これを参考にする。 

 

 

・「戦略」の項目について、各企業がどこまで実施および重要視している
かについて、情シ委員会内でアンケートを実施し、ユーザの関心、取
組みの現状を把握することとした。 

・この結果から仮想事例の具体的な内容について検討することとした。 
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3.活動報告 その2（仮想事例の設定） 
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3.活動報告 その3（委員会内アンケート） 

参考）知財スキル標準（本体カード） 

知財人材育成のため、 
必要とされる個人の知財に関する実務
能力を明確化・体系化した指標 
 

 ・ミッションおよび貢献すべき課題 
 ・業務内容 
 ・知識 
 ・能力 
 ・経験 

新たに追加された「戦略」項目 
 

 ・ＩＰランドスケープ 
 ・知財ポートフォリオマネジメント 
 ・オープン＆クローズ戦略 
 ・組織デザイン 
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3.活動報告 その3（委員会内アンケート） 

アンケート内容概略 
 

<知財関連データについて> 
 

A 経営層に提供した実績はあるか 

B どのような分析結果が重要と考えているか 

C 活用する上で障害となる要因は何か 

D 分析する人材のスキル向上取り組みはあるか 

E 分析に従事している人員はいるか 

※アンケートでは、知財関連データをビッグデータと置き換え 
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アンケート結果分析結果 
 

A 全体の約85％は、知財関連データを活用している/活用したいニーズはあり。 

    全体の約30％は、活用事例あり。 

   事例は下記Bに加え、保有技術の新規用途探索や特許運用方法の他社との比較など。 
 
 
B ＩＰランドスケープ     ①自社他社分析(市場データ含む) ②知財MAP、ポジショニング把握 
   ポートフォリオマネジメント  ①ポートフォリオ構築 ②ポートフォリオ評価、見直し 
   オープン＆クローズ戦略   ①アライアンス、M&A候補探索 ②O&C戦略策定、立案 
 
 
 

C 知財関連データ活用に障害となる要因として最も多かったのは、人材・スキル。 
   次いでコスト、データの順。 
 
D 知財関連データを分析・解析する人材のスキル向上のための取り組みについて、 

  取り組んでいる企業は、全体の30％弱。 
 

E 知財情報の分析・解析に従事している人員は全体の20％以下の企業がほとんど。 

   多くが兼任であり、また増員予定があると答えた企業は少ない。  

人材・スキル不足を賄う分析ツールに対する期待度は高い 

3.活動報告 その4（アンケート結果整理） 



アンケート 
口コミ 

ニュース 

IPランドスケープ業務 

ポートフォリオ管理業務 販売情報 

財務情報 
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事
業
戦
略 

技
術
開
発
戦
略 

知
財
戦
略 

訴訟情報 

顧客ニーズの把握 

戦略立案 情報ソース～分析～戦略立案(知財標準スキルVer.2.0より) 

財務
戦略 

審査・審判
情報 

知財資産価値の把握 

市場ポジションの把握 

協
業
、
買
収
戦
略 

規格・標準 

学術論文 

政策・法律 

非特許情報 

市場情報 

知財情報 

3.活動報告 その4（アンケート結果整理） 

企業情報 

知財デューデリジェンス 

知財マップの把握 

研究開発への提言 

特許戦略/知財ミッ
クスの提案 

将来市場ポジションの提示 

出願戦略策定 

ポートフォリオ(PPF)構築 

PPFの評価・見直し 

PPF投資対効果評価 

ｵｰﾌﾟﾝ・ｸﾛｰｽﾞ(O/C)戦略業務 
提携/M&A先の提案 

O/C戦略立案 

個別技術の動向把握 

潜在顧客の探索 

課題の把握 

（朱字はアンケートでニーズの多かった項目） 

自社分析 
競合分析 
市場分析 

PPF分析 

R&Dテーマ評価、技
術の社外調達提案 出願情報 
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アンケート結果を受けて仮想事例を小委員会内で具体化 

 「経営に資する情報提供」について  

 ①-1 ■自社特許と他社特許の相対評価 
 ①-2 ■他社に対しクロスライセンス等の活用が可能な特許群の抽出 
 ①-3 ■ある時点での特許価値の算定 
 
 「ホワイトスペース探索」について  
 ②-1 ■参入障壁となる競合と協力したい競合を想定し、別々のシチュエーションで事例作成 
 ②-2 ■「経営に資する情報提供」で、ベンダがクロスライセンス等の例を選択する場合、 
       可能であればホワイトスペース探索でも同じ会社を選択してもらう 

3.活動報告 その5（具体例作成） 

仮想事例をベンダに作成依頼するにあたり 
どういった狙いの分析か、上記を伝えることで明確化を図った。 



製品：Derwent Innovation / Derwent Data Analyzer / ThemeScape  

・特許情報や論文情報をリアルタイムで分析し結果をグラフィカルに表示 
（各解析軸の２元表による等高線マップなど） 
・セマンティック検索機能（スマートサーチ）によるキーワードでの簡易な検索 
・各特許に独自の英語抄録（新規性、優位性、用途に整理）や 

   技術分類が付与された、「DWPI」データを収録 
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ベンダー事例 Clarivate analytics社 

特徴 

活用目的・適用例 

・アライアンス、M&A候補先選定 

手順1 

◇分析事例：アライアンス先企業の絞り込み 

技術テーマにおける主要な出願人とその
出願の経年変化を分析して候補企業を
抽出し、マップにより特徴を可視化する。
獲得したい技術分野と対象企業をMapよ
り把握する 



手順2 
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手順3 

先に着目した技術分野に対し、用途や課題を
軸にしたMapや、出願時期、分布、ランキング
等を組合せて分析し、特徴を把握する。 

手順2で特定した企業が保有する特許の詳
細内容や引用/被引用を確認する。また、
Web Of Scienceで特定企業の論文情報を
検索できるので、結果から裏付けをとり、アライ
アンス候補企業を選定する。 

論文情報 特許情報 

第１解析軸-用途等  
第
２
解
析
軸 
 | 
課
題
等  

ランキングリストから興味のある出願人を特定
し、各特許の概要を優位性、用途、技術分
類等で整理された抄録(DWPI)で確認する。 
また、企業情報やビジネス情報を確認する。 

製品：Derwent Innovation / Derwent Data Analyzer / ThemeScape  

ベンダー事例 Clarivate analytics社 



・特許情報以外に訴訟や技術標準など多くのデータソースを備えている 
・PatentStrengthなる特許価値指標を備えている 
・企業の規模、資本力として売上データを備えている 
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ベンダー事例 LexisNexis社 

特徴 

活用目的・適用例 

・権利譲渡や訴訟状況の把握による競合分析 

手順1 

・出願のWorldMapや、件数推移など
で全体像を把握（図示なし） 
・PatentStrengthで資本力と知財力
のMapから該当技術におけるポジショニ
ングを把握 

製品：Patent Strategies 

◇分析事例：技術動向分析、譲渡訴訟状況把握 
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手順2 

他 

キーワードから技術群をハニカムMapで
表すことで可視化し、技術の類似度
合と各企業の特許群構築状況を把
握。抽出年を選択することで、変遷を
も把握することができる。 

特定企業の権利譲渡と訴訟に関する
可視化がハニカムMapや円グラフ等で
表現ができる。 
IN/OUT Assignmentや企業が侵
害された特許番号を把握することがで
きる。 

ベンダー事例 LexisNexis社 

製品：Patent Strategies 



製品名：Orbit Intelligence / Orbit Intellixir / Orbit Asset 

・指定した出願人や技術分野を層別し、パイチャートで表示する。 
・層別に用いられる複数のパラメータを調節して層別の割合を変更可能 
・売り上げデータや訴訟データを備えている。 
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ベンダー事例 Questel社 

特徴 

活用目的・適用例 

・ポートフォリオの棚卸し 
・売上高と保有ファミリーの相関分析 

手順1 

◇分析事例：ポートフォリオの棚卸し 

層別内容 

■Most likely to abandon 

■Likely to abandon 

■Possible to abandon 

■Unlikely pruning candidates 

■Unclassified 

Orbit Intelligenceを使用し
て、自社特許を出願人および技
術分野を指定して抽出する 
標準の閾値で層別し、結果を
パイチャートで確認する 
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ベンダー事例 Questel社 

製品名：Orbit Intelligence / Orbit Intellixir / Orbit Asset 

手順3 

Cat Title 

Family Normalized 
Assignee name 
(value) 

Publication 
nb. 

Kind Code 
Reference 

1st 
Publ. 
date Age 

Family 
size 

Cites
/yr 

Fwd 
cites 

Predat
or 

Gener
ality 

Original
ity 

Valid
ated 

Most likely 
to abandon 

搬送装置及び〇○
装置 

<自社名> JPnnnnnnnnn 
JP9999999 

A 
B2 

2012-
11-12 

5 1 0 0 NONE 0 0.79 NO 

Most likely 
to abandon 

〇○機構の制御方
法及び〇○装置 

<自社名> JPnnnnnnnnn 
JP9999999 

A 
B2 

2009-
01-15 

9 1 0 0 NONE 0 0 NO 

Most likely 
to abandon 

〇○基板の製造方
法 

<自社名> JPnnnnnnnnn 
JP9999999 

A 
B2 

2002-
08-28 

15 1 0 0 NONE 0 0 NO 

Most likely 
to abandon 

〇○部品の製造方
法 

<自社名> JPnnnnnnnnn 
JP9999999 

A 
B2 

2014-
02-06 

4 1 0 0 NONE 0 0.59 NO 

経過年、ファミリー数、被引例数等の評価値
を付加し出力したExcelのリスト 

パイチャートを確認しながら
層別の全体を確認する。 
各層の閾値を調整してパイ
チャートの表示を変化させな
がら大局的な判断を行う。 
必要に応じて年毎のファミ
リー数を考慮して判断する。 

閾値は、経過年数、ファミリー数、
被引例数、独創性を変更可 

各案件のリストを
Excel等に出力し、
放棄の可否検討
を進める 

手順2 

https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3/HZy8+PBO2KwMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3/HZy8+PBO2KwMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3/HZy8+PBO2KwMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3/HZy8+PBO2KwMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3/HZy8+PBO2KwMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3/HZy8+PBO2KwMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3/HZy8+PBO2KwMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3/HZy8+PBO2KwMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3/HZy8+PBO2KwMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da38zRhApOdqpOgMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+IYxLBCtTzTAMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+IYxLBCtTzTAMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+IYxLBCtTzTAMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+IYxLBCtTzTAMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+IYxLBCtTzTAMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+IYxLBCtTzTAMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+IYxLBCtTzTAMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+IYxLBCtTzTAMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+0QkqPUDsPEQMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+0QkqPUDsPEQMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+0QkqPUDsPEQMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+0QkqPUDsPEQMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+0QkqPUDsPEQMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+0QkqPUDsPEQMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+0QkqPUDsPEQMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+0QkqPUDsPEQMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1
https://www.patentdelivery.com/patds/order?gui=crypt&callingapp=EDOFF&key=N5221X+da3+0QkqPUDsPEQMqfaYWomYVkAOwzJoy8t3e+f87oshUdsEHRbsnLuLp&n=1


・情報(文章の特徴語と特徴ある複合語)の類似度を数値化してクラスタリング 
・2次元配置技術により可視化。俯瞰解析が可能 
・最大10万件の特許／非特許情報の可視化が可能 
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ベンダー事例 VALUENEX社 

特徴 

活用目的・適用例 

・ホワイトスペース探索 
・萌芽的技術領域の探索が可能 

俯瞰図における空白領域の考え方 
①未踏の領域（＝ビジネスチャンス） 
 誰も実現していない、特許出願されていない領域 
②秘匿技術の領域 
 技術として存在するが、特許出願されていない領域 
③実現不可能な領域 
 理論上実現不可能であり、特許性のない領域 

空白領域 
ケース1 

製品名：TechRadar/ DocRadar 

◇分析事例：ホワイトスペース検索 
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ケース2 

萌芽的技術領域探索 
近年特許出願件数や論文数が急増している領域を抽出 

⇒業界内で新しい技術や製品の兆しを表す。 

⇒業界トレンドや競合の新たな動きをいち早くつかむ。 

ダイソンの出願 

競合の追随 

従来方式の出願群 

ベンダー事例 VALUENEX社 

製品名：TechRadar/ DocRadar 



IPランドスケープ業務 

ポートフォリオ管理業務 
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事
業
戦
略 

技
術
開
発
戦
略 

知
財
戦
略 

顧客ニーズの把握 

戦略立案 情報ソース～分析～戦略立案(知財標準スキルVer.2.0より) 

財務
戦略 

知財資産価値の把握 

市場ポジションの把握 

協
業
、
買
収
戦
略 

3.活動報告 その5（アンケート結果と可視化） 

知財デューデリジェンス 

知財マップの把握 

研究開発への提言 

特許戦略/知財ミッ
クスの提案 

将来市場ポジションの提示 

出願戦略策定 

ポートフォリオ(PPF)構築 

PPFの評価・見直 

PPF投資対効果評価 

ｵｰﾌﾟﾝ・ｸﾛｰｽﾞ(O/C)戦略業務 
提携/M&A先の提案 

O/C戦略立案 

個別技術の動向把握 

潜在顧客の探索 

課題の把握 

（赤字はアンケートでニーズの多かった項目） 

自社分析 
競合分析 
市場分析 

PPF分析 

R&Dテーマ評価、技
術の社外調達提案 

等高線マップ 
ハニカム図 
クラスタリングマップ 

ハニカム図 

出願人ランキングマップ 
ポジショニング図 
等高線マップ 

ランキングマップ 
等高線マップ 

※分析に必
要な機能 

等高線マップ 
ハニカム図 
クラスタリングマップ 

出願人ランキングマップ 
ポジショニング図 
等高線マップ 

バブルマップ 

案件評価リスト/パイ
チャート 

アンケート 
口コミ 

ニュース 

販売情報 

財務情報 

訴訟情報 

審査・審判
情報 

規格・標準 

学術論文 

政策・法律 

非特許情報 

市場情報 

知財情報 

企業情報 

出願情報 



・赤色：ユーザニーズに対して必要な情報を特定 

・記号：分析可能なツール 

22 

ユーザニーズ 
金融・経理 

(経済) 
規格・標準化 

 
特許 

  
論文 

  
SNS 

アンケート 

自社分析、競合分析、市場分析 
 

△ ○□◇ ○△□◇ △□ ○△◇ 

企業、技術ごとの知財マップ及び市場ポジションの把握 
 

△ ○□◇ ○△□◇ △□ ○△◇ 

知財ポートフォリオの構築 
 

△ ○□◇ ○△□◇ △□ ○△◇ 

知財ポートフォリオの評価・見直し 
 △ ○□◇ ○△□◇ △□ ○△◇ 

アライアンス候補企業・M&A候補企業の探索・提案 
 △ ○□◇ ○△□◇ △□ ○△◇ 

オープン・クローズ戦略の立案方針の策定 
 △ ○□◇ ○△□◇ △□ ○△◇ 

○：PatentStrategies △： Clarivate 
  □：Tech/DocRader ◇：Orbit.com 

3.活動報告 (ツールの対応(ニーズと必要な情報)) 
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対象 概要 具体的内容 

企業の取り組み 
（委員会内） 

情シ委内アンケート 
・委員会内では約3分の1の企業で実績あり 
・知財関連データ活用は、ニーズは多いが人
材・スキルの不足を実感している。 

特許庁 
・知財スキル標準の改定
（version 2.0） 

・知財戦略ポータルサイト 

・戦略立案業務が追加定義され、企業の知
財活動を後押しする動きが見られた。 
・JｰPlatPatによる戦略支援の機能追加 

システムベンダ 
・可視化機能の充実 
・利用企業の増大 

・継続して多機能化・可視化が進んでいる 
 （ただし、必要に応じ組合せ必須） 

・見せ方が増え、直感的に把握し易くなった 

・分析事例の蓄積が出来てきている 
・コンサル活用も選択肢の一つ 
 （スキル不足の解消手段） 

4.まとめ (知財関連データ活用の現状) 
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アンケート結果分析結果 
 
Ａ 活用ニーズとして多かった項目： 
  ＩＰランドスケープ     ①自社他社分析(市場データ含む) ②知財MAP、ポジショニング把握 
  ポートフォリオマネジメント  ①ポートフォリオ構築 ②ポートフォリオ評価、見直し 
  オープン＆クローズ戦略   ①アライアンス、M&A候補探索 ②O&C戦略策定、立案 
 

Ｂ 全体の約85％  知財関連データを活用している/活用したいニーズはあり。 
 

Ｃ 全体の約30％  活用事例あり。 

   事例は上記Ａに加え、保有技術の新規用途探索や特許運用方法の他社との比較など。 
 

Ｄ 知財関連データ活用に障害となる要因として最も多かったのは、人材・スキル。 
   次いでコスト、データの順。 
 
Ｅ 知財関連データを分析・解析する人材のスキル向上のための取り組みについて、 

  取り組んでいる企業は、全体の30％弱。 
 

Ｆ 知財情報の分析・解析に従事している人員は全体の20％以下の企業がほとんど。 

   多くが兼任であり、また増員予定があると答えた企業は少ない。  

人材・スキル不足を賄う分析ツールに対する期待度は高い 

3.活動報告 その4（アンケート結果整理） 
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VI. セキュリティ、他 

V. 過程や結果の共有 

IV. 分析の種類 

III. 扱える情報の範囲 

I. 何が出来るか 

II. 使いこなせるか 
単一言語分析・検索、初心者から熟練者まで幅広い利用が
可能 

特許情報、収録国の大幅な増大、取り扱える非特許情報の
領域拡大 

人手作業を代行する機能、分析の幅を広げる機能拡充、分
析精度向上のための情報加工 

分析結果を複数ID間で共有できるサービスが標準化 

クラウド化による初期導入コスト削減、BIツールによるデータ
可視化と分析が可能 

ホワイトスペース検索をはじめ、複数の活用目的に使用可能な
ツールが出現 

1.過去活動の振返り ～その2～ 

分析業務における想定課題を抽出の上 
各ツールが課題解決にどの程度利用できるかの概要をまとめた。 
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3.活動報告 その3（委員会内アンケート） 

ＩＰランドスケープ業務 
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3.活動報告 その3（委員会内アンケート） 

知財ポートフォリオ管理業務 
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3.活動報告 その3（委員会内アンケート） 

オープン＆クローズ戦略業務 



30 *1 試行錯誤例：マップ描画時に（１）一年単位にマップ作成、（２）特定出願
人の選定後にマップ作成（個人出願のノイズ除去も含む）など 

4.まとめ （現行ツールの課題と提言） 

現行ツールの課題 

1. ツールの習熟に時間がかかる。 

母集団のノイズ除去などのノウハウがあり、 

  分析結果が得られるまで試行錯誤が必要。 

2. 短時間で分析結果が得られない。処理時間が長い。 

3. 単体のツールで全ての分析が行えない。 

  分析によって複数ツールを組合せる必要がある。 

ベンダーに対し、これら課題の改善を提言し
ていくことを今後検討する。 



3.活動報告 (小委員会考察) 

31 

主な確認内容 委員会内の主な意見 
出願の投資対効果や特許価値評価
について 

ニーズは非常に高いが、信頼度の高い評価
や金額換算はまだ難しそう。 

自他社出願の相対比較 見える化は進歩しているが、分析・解釈は分
析者の熟練を要する。 

ホワイトスペース探索 空白地帯が何を意味するか、マトリクス化す
るなど工夫が必要。 

提携先またはM&A対象企業の探索 特許情報は一つの観点なので非特許情報
と絡めた分析が必要だが、うまく生かした分
析はあまり見られない。 

分析作業にかける人的コスト 分析の効率化は期待できるが最終判断を人
間が行うことに変わりない。 

分析ツールの選択 様々な分析を全てカバーするツールはない。 
目的に合わせたツールの選択が必要。 

分析手法の多様化に伴う情報ソー
スの多様化(知財/非知財情報) 

分析に必要な情報を有するツール又は情報
を入手する仕組が必要。 


